
年
農
業
ベ
ン
チ
ャ
ー

支
援
制
度
を
開
始
し
て

し
得
る
民
間
事
業
者
を
募
る
公
募
が
な
さ
れ

ろ
二
O
一
一
年
六
月
閉
校
施
設
の
有
効
利
用

業
の
人
材
育
成
を
手
掛
け
ら
れ
て
い
た
と
こ

チ
ャ

レ
ン
ジ
農
場
を
野
島
地
区
で
実
施
、

農

づ
く
り

(

研
修

)

は
た
ら
く
仲
間
づ
く
り

(

※
ハ
タ
ラ
ボ
島
→

淡
路
島
を
中
心
に
働
く
力

施
設
で
ア
ー

テ
ィ

ス
ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー

か

と
伺
い
ま
し
た
。

た
の
で
、

事
業
提
案
を
行
い
、

採
択
さ
れ
た

　
二
O
O
九
年
三
月
に
閉
校
に
な
っ

た
学
校

★
ノ
マ
ド
村

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

は
で
き
ま
せ
ん
が
、

今
後
の
方
向
性
を
考
え

地
で
鮎
河
を
同
じ
よ
う
に
と
ら
ま
え
る
こ
と

　
明
石
海
峡
大
橋
を
渡
れ
ば
神
戸
と
い
う
立

い
る
な
か
、

の
じ
ま
ス
コ
ー

ラ
は
地
方
に
お

ェ

ク
ト
」

が
全
国
一
O
ヶ

所
で
展
開
さ
れ
て

　
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー

プ
の
「

地
方
創
生
プ
ロ
ジ

な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
、

ご
提
案
を
も
と
に

育
園
再
編
検
討
協
議
会
が
発
足
、

地
域
の
み

き
ま
し
た
。

一
O
月
六
日
に
は
小
学
校
・
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
頑
張
っ

て
咲
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。

シ
ク
ラ
メ
ン
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
に
お
配
り
し
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
寄
せ
植
え
を
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
、

お
作
り
い
た
だ

★
の
じ
ま
ス
コ
ー

ラ

　
研
修
先
　
兵
庫
県
淡
路
市

　
（

再
編
検
討
協
議
会
と
の
合
同
研
修

)

◎
役
員
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

チ
ー

ム
員
研
修

部
会
事
業

)

　
　
　
一
一
月
一
九
日

(

日

)

◎
鮎
河
学
区
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

(

い
き
い
き

　
　
第
四
回
　
　
八
月
　
三
日

(

木

)

　
　
第
三
回
　
　
六
月
　
五
日

(

月

)

　
パ
ソ
ナ
が
二
O
O
八

て
い
ま
す
。

人
を
超
え
る
施
設
と
な

間
の
来
場
者
は
二
O
万

ン
、

姉
妹
店
も
含
め
年

　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
二
三
日

(

日

)

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

(

い
き
い
き
部
会
事
業

)

◎
岩
永
市
長
さ
ん
と
の
交
流
会
、

鮎
河
学
区

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ
　
　
七
月
　
八
日

(

土

)

◎
鮎
河
小
学
校
・
鮎
河
保
育
園
活
用
ビ
ッ

ク

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
一
O
月
二
三
・
ニ
四
・
ニ
六
日

◎
寄
せ
植
え

(

プ
ラ
ン
タ
ー

)

作
製
、

配
布

ん
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

い
て
甲
賀
市
獣
害
対
策
課
中
川
課
長
補
佐
さ

　
サ
ル
・
シ
カ
・
小
動
物
の
被
害
対
策
に
つ

◎
「

集
落
ぐ
る
み
の
鳥
獣
害
対
策
」

二
O
一
二
年
に
オ
ー

プ

を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ

ン
し
、

け
る
観
光
地
創
出
事
業
で
、

旧
野
島
小
学
校

　
先
の
地
域
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー

ト
や
地
域
づ
く

　
　
第
五
回
　
一
O
月
三
O
日

(

月

)

　
　
　
　
　
　
　
ン
参
加
者
に
ご
無
理
を
願

　
　
　
　
　
　
　
　
を
こ
め
、

各
区
の
サ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
の
ご
協
力
へ
の
感
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
多
大
な
ご
協
力
を
い
だ

す
る
機
会
を
設
け
、

地
域
の
み
な
さ
ん
に
は

ケ
ー

ト
実
施
以
来
、

何
か
と
意
見
を
お
伺
い

　
平
成
二
七
年
一
O
月
の
地
域
づ
く
り
ア
ン

ら
の
地
域
お
こ
し
事
業
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

に
応
募
し
、
「

思
い
出
の
校
舎

(

園
舎

)

か

と
市
が
協
働
で
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
る
事
業

)

た
め
の
提
案
型
モ
デ
ル
事
業

(

自
治
振
興
会

 
平
成
二
九
年
度
甲
賀
市
地
域
問
題
解
決
の

取
り
組
み
を
考
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
行

地
域
の
人
々
が
持
つ
不
安
を
安
心
に
変
え
る

創
る
こ
と
で
、

人
口
減
少
が
進
む
中
で
も
、

日
常
生
活
に
必
要
と
な
る
機
能
や
賑
わ
い
を

活
用
し
、

顔
の
見
え
る
関
係
を
築
き
な
が
ら

　
今
あ
る
暮
ら
し
の
拠
点

(

小
学
校
等

)

を
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て
い
ま
す
。

ら
現
在
は
ハ
タ
ラ
ボ
島
の
拠
点
施
設
と
な
っ

　
　
三
月
一
八
日

(

日

)

・
二
一
日

(

水

)

(

い
き
い
き
部
会
事
業

)

◎
あ
ゆ
か
わ
文
化
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
三
月
一
八
日

(

日

)

◎
鮎
河
小
学
校
・
鮎
河
保
育
園
閉
校
閉
園
式

く
事
業
。

そ
の
「

は
た
ら
く
拠
点
」

第
一
号

え
、

新
し
い
「

は
た
ら
く
」

を
つ
く
っ

て
い

採
用
支
援

)

を
通
し
て
、

は
た
ら
く
人
を
支

振
興
会
に
対
し
て
提
案
を
行
う
組
織
）

　

(

地
域
づ
く
り
の
諸
問
題
を
検
討
、

自
治

◎
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

チ
ー

ム
会
議

い
ま
し
た
。

ム
か
ら
の
提
案
書
と
し
て
ま
と
め
て
い
た
だ

第
四
回
の
会
議
で
は
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

チ
ー

ッ

ク
ミ
ー

テ
ィ

ン
グ
等
の
結
果
を
踏
ま
え
、

り
懇
談
会
、

保
護
者
会
で
の
意
見
交
換
、

ビ

15号 
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145年の歴史に終止符！ 

鮎河小学校閉校式挙行される 
 明治６年(１８７３年)からの鮎河小学校。昭和３９年(１９６４年)開園の鮎河保育園の閉校・ 

閉園式が行われました。卒業生や地域の人たち２００名をこえる参加者のみなさんが思い出い 

っぱいの学び舎との別れを惜しまれました。１８歳・56歳・８８歳の卒業生、黒河望子さん、 

岡田重美さん、谷北嘉一郎さんが鮎河小学校で学んだ時の思い出を語ってくださいました。高 

校3年生の黒河望子さんは学年たった１人、１人で迎えた卒業式の思い出を話され、この鮎河 

小学校での経験を糧にこれからの人生に立ち向かっていきたいと強く述べられました。 

 児童数の減少により平成２７年の春から休校となっていて、今年度の卒業生や在校生のいな 

いなかでの閉校です。閉校・閉園につきましては「地域として非常に大きな決断」をしたわけ 

であります。閉校式での岩永市長さんの「市としても地域のみなさんとともにこれからのまち 

づくりに邁進していきたい」との挨拶にもありましたように、今後もこの鮎河が輝いていける 

よう、自治振興会といたしましても、地域が一丸となって、また、市との連携をより密に進め 

てまいりたいと考えています。 

 閉校・閉園式に引き続き【あゆかわ文化祭】を開催しました。「ふらんし～ず」さんによる 

ハンドベル演奏・恩師大林源也先生には記念講演をしていただきました。思い出いっぱいの小 

学校、保育園の写真や作品なども多くの方々のご協力で展示させていただくことが出来ました。 

文化祭の展示は２１日も公開、雨の中たくさんの人がお越しくださいました。出展いただいた 

みなさんたいへんありがとうございました。 

大河原サロン 

東野サロン 

再編協議会を代表して橋本馨委員長

があいさつをされました。 

鮎河小学校時代の思い出を語られた 

          黒河望子さん 

鮎河小学校同窓会代表水上重彦さんに 

          よる校旗の返還 

我が学び舎 



　
　
　
　
　
も
起
こ
り
得
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
じ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
ま
た
、

騒
音
、

放
置
ご
み
の
問
題

②
羽
ば
た
け
通
信
の
発
行

が
滞
っ

て
い
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

合
に
手
を
携
え
て
行
動
で
き
る
災
害
に
強
い
ひ

備
も
も
ち
ろ
ん
不
可
欠
で
す
が
、

も
し
も
の
場

も
た
い
へ
ん
重
要
な
部
分
で
す
。

機
械
的
な
整

地
元
車
両
の
通
行
に
支
障
を
き
た
す
場
合
が
生

深
め
見
守
り
支
え
あ
う
ま
ち
で
あ
る
こ
と
を
願

　
日
常
生
活
に
支
障
が
起
こ
り
得
る
事
態
に
備

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
さ
く
ら
の
期
間
中

開
催
日
以
外
は
甲
賀
市
観
光
協
会
と
な
り
ま
す
。

が
、

ま
た
、

一
般
車
に
つ
き
ま
し
て
も
ま
つ
り

光
バ
ス
に
つ
い
て
は
す
べ
て
甲
賀
市
観
光
協
会

さ
れ
ま
す
。

ま
た
今
年
の
駐
車
場
の
運
営
は
観

一
五
日

(

日

)

は
小
倉
木
材
㈱
さ
ん
の
ソ
ッ

チ

の
観
光
バ
ス
が
多
数
入
っ

て
く
る
予
定
と
な
っ

　
今
の
と
こ
ろ
四
月
七
日

(

土
）

よ
り
ツ
ア
ー

り
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
さ
く
ら
ま
つ
り
が
近
づ
い
て
ま
い

て
い
ま
す
。

ま
つ
り
開
催
日
の
一
四
日

(

土
）

ャ

資
材
置
場
、

ま
つ
り
以
外
の
日
は
県
道
九
号
、

　
　
　
　
　
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
何
と
か
無
事
こ
の
季
節
乗
り
切
り
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ッ

ク
、

老
朽
化
の
激
し
い
も

ま
た
、

格
納
箱
に
つ
き
ま
し
て
も
す
べ
て
チ
ェ

納
箱
二
ヶ

所
の
ホ
ー

ス
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
年
度
は
東
野
区
格

　
平
成
二
六
年
度
よ
り
屋
外
消
火
栓
ホ
ー

ス
の

西
野
区
一
台
を
新
し
も
の
と

ま
い
り
ま
す
。

東
野
区
一
台
、

の
か
ら
順
次
取
替
を
進
め
て

　
あ
ん
し
ん
部
会

　
　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
自
然
豊
か
な
郷

①
消
火
栓
器
具
設
置
整
備
事
業

★
防
災
対
策
事
業

備
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、

毎

②
自
主
防
災
備
品
整
備
事
業

防
災
訓
練
時
に
実
施
し
て
い

　
鮎
河
防
災
隊
・
防
災
倉
庫

ま
す
。

格
納
器
具
の
点
検
は
毎
年
、

取
替
え
ま
し
た
。

格
納
箱
の

　
今
年
度
二
回
発
行

(

七
月
・
三
月
）

県
道
五
O
七
号
交
差
点
付
近
の
駐
車
場
を
利
用

高
齢
化
等
で
年
々
ご
遺
族
の
参
加
が
少
な
く
な

　
八
月
二
O
日

(

日

)

鷹
尾
山
で
行
い
ま
し
た
。

①
学
区
慰
霊
祭
の
挙
行

★
戦
没
者
追
悼
事
業

-
3

続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

と
な
ら
れ
た
戦
没
者
を
お
慰
め
す
る
慰
霊
祭
を

が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
東
野
区
一
ヶ

所
・
西

野
区
一
ヶ

所
に
蛍
光
ソ
フ
ト
コ
ー

ン
を
設
置
し

③
防
災
訓
練
　
④
防
火
水
槽
整
備
事
業

　
一
一
月
一
二
日

(

日

)

に
全
学
区
民
対
象
の

避
難
訓
錬
を
実
施
し
ま
し
た
。

区
長
・
組
長
さ

ん
に
ご
厄
介
に
な
り
、

多
く
の
人
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

終
了
後
消
防
団
は
消
火
栓
器

具
格
納
箱
の
点
検
、

防
災
隊
は
防
火
水
槽
明
示

＆
ブ
ロ
グ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
更
新

　
平
成
二
六
年
一
月
よ
り
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

え
、

防
災
意
識
の
高
揚
、

地
域
の
つ
な
が
り
を

て
お
ら
れ
る
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
申
し
出

た
ま
し
た
。

み
な
さ
ま
の
周
辺
で
危
険
に
感
じ

き
、

随
時
進
め
た
く
思
っ

て
い
ま
す
。

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

く
だ
さ
い
。

少
な
い
予
算
で
は
あ
り
ま
す
が
、

っ

て
あ
ん
し
ん
・
あ
ん
ぜ
ん
ん
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

振
興
会
の
活
動
の
な
か
で

①
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
・
ブ
ロ
グ
の
更
新

★
広
報
啓
発
事
業

と
づ
く
り
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

標
識
取
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

★
防
犯
対
策
事
業

①
防
犯
灯
整
備
事
業

倉
庫
に
収
納
し
ま
し
た
。

背
負
い
式

)

を
購
入
、

防
災

セ
ッ

ト
二
種
類

(

車
載
用
・

を
二
セ
ッ

ト
、

災
害
用
工
具

救
急
セ
ッ

ト

(

二
十
人
用

)

今
年
度
は
災
害
に
備
え
て
、

が
、

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

年
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す

す
る
と
タ
イ
ヤ
を
落
と
し
て
し
ま
う
危
険
な
所

　
大
き
な
段
差
が
あ
り
、

昼
間
で
も
う
っ

か
り

①
通
行
危
険
個
所
の
整
備

★
交
通
安
全
対
策
事
業

　
防
犯
灯
L
E
D
化
最
終
年
度
、

地
域
の
防
犯

灯
が
す
べ
て
L
E
D
に
変
わ
り
ま
し
た
。

来
年

度
か
ら
は
修
繕
等
も
対
象
に
し
た
本
来
の
補
助

体
系
と
な
る
予
定
で
す
。

咲
く
や
鮎
河
さ
く
ら
ま
つ
り
 

公
民
館
北
側
駐
車
場
付
近
 

小
倉
勝
徳
様
宅
西
側
用
水
桝
 

防災訓練・対策本部 

  防火水槽明示標識 



ル
事
業
で
取
り
組
み
ま
し
た
鮎
河
の
城
事
業
、

七
年
度
地
域
問
題
解
決
の
た
め
の
提
案
型
モ
デ

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

大
河
原
で
は
「

も
み
じ

ス
で
し
た
が
、

み
な
さ
ん
は
疲
れ
も
な
く
楽
し

た
し
ま
し
た
。

約
一
O
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
コ
ー

城
跡
登
山
と
北
山
林
道
ウ
ォ
ー

ク
」

を
実
施
い

　
今
年
度
は
一
一
月
二
六
日

(

日

)

「

黒
川
氏

か
悩
む
と
こ
ろ
で
す
。

第１5月号 羽　ば　た　け　通　信 平成３０年３月２５日

て
み
て
く
だ
さ
い
。

の
住
ん
で
い
る
ま
ち
の
歴
史
を
知
る
た
め
登
っ

で
、

ま
だ
未
参
加
の
方
、

次
回
は
ぜ
ひ
、

自
分

計
画
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
の
、

　
鮎
河
の
四
つ
の
城
跡
制
覇
を
目
指
し
、

毎
年

催
し
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
て
い
て
、

い
ろ
い
ろ
と

　
　
【

い
つ
ま
た
、

君
と
　
何
日
君
再
来
】

●
二
月
一
八
日

(

日

)

東
野
集
落
セ
ン
タ
ー

じ
で
た
い
へ
ん
共
感
で
き
る
も
の
で
し
た
。

三
重
県
美
杉
で
ロ
ケ
さ
れ
た
映
画
、

背
景
が
同

桜
海
に
よ
み
が
え
る
鮎
河
の
城
事
業

れ
ま
す
。

毎
年
楽
し
ん
で
お
ら

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
さ
ん
に
多
数
ご
参

　
東
野
サ
ロ
ン
の
み

父
ち
ゃ

ん
と
な
ら
、

笑
顔
で
乗
り
越
え
ら
れ
た
」

な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

平
成
二
六
年
度
、

二

い
ま
す
。

自
治
振
興
会
で
は
登
山
道
の
草
刈
り

草
な
ど
は
東
野
第
六
組
で
お
世
話
い
た
だ
い
て

に
な
っ

て
い
ま
す
。

鮎
河
城
伝
承
地
公
園
の
除

ん
に
黒
川
氏
城
跡
・
主
郭
の
草
刈
り
を
お
厄
介

　
毎
年
盛
夏
の
七
月
末
栖
碧
院
檀
家
の
み
な
さ

て
、

登
っ

て
い
た
だ
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

城
跡
の
こ
と
を
も
っ

と
も
っ

と
知
っ

て
も
ら
っ

と
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

地
元
の
み
な
さ
ん
に

平
成
二
八
年
度
よ
り
、

き
ら
め
き
部
会
の
事
業

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

が
し
た
い
と
思
っ

て
お
ら
れ
る
あ
な
た
、

次
回

　
き
ら
め
き
部
会
で
は
大
き
な
ス
ク
リ
ー

ン
で

ビ
二
も
な
い
〝
森
〟
で
働
く
こ
と
に
な
り
…
…

　
都
会
育
ち
の
青
年
が
、

鮎
河
の
よ
う
な
コ
ン

　
　
【

ウ
ッ

ジ
ョ

ブ
　
神
去
な
あ
な
あ
日
常
】

●
九
月
九
日

(

土
）

鮎
河
小
学
校
体
育
館

回
映
画
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

ゆ
っ

く
り
映
画
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
二

抜
い
た
家
族
の
記
録
「

ど
ん
な
に
貧
し
く
て
も
、

　
戦
中
、

戦
後
の
困
難
な
時
代
を
明
る
く
生
き

　
簡
単
・
う
ま
い
・
男
の
料
理
、

振
興
会
開
設

“
男
子
厨
房
に
入
り
ま
し
ょ

う
！
”

　
●
男
女
共
同
参
画
事
業
　
男
性
の
料
理
教
室

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
。

た
。

地
の
こ
と
ば
で
解
り
や
す
く
、

た
い
へ
ん

ま
な
ん
だ
な
！
ほ
ん
ま
に
あ
り
が
と
う
」

で
し

で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
、

何
か
新
し
い
こ
と

者
も
お
ら
れ
手
際
よ
く
進
み
ま
し
た
。

料
理
が

実
習
と
な
り
ま
し
た
。

三
、

四
年
連
続
の
参
加

く
作
っ

て
い
た
だ
け
る
料
理
、

串
カ
ツ
な
ど
の

理
教
室
。

今
年
度
は
一
杯
の
充
て
と
し
て
楽
し

以
来
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
男
性
の
た
め
の
料

さ
い
。

次
回
も
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ

フ
一
同
た
い
へ
ん

過
ご
し
い
た
だ
い
た
こ
と

気
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
お

ん
矍
鑠
と
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
お
元

ま
し
た
。

出
席
者
の
最
高
齢
は
九
二
歳
の
林
さ

に
敬
老
者
七
九
名
を
含
め
一
四
O
名
が
集
ま
り

ん
を
置
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

充
電
が
外

落
セ
ン
タ
ー

に
お
掃
除
ロ
ボ
ッ

ト
・
ル
ン
バ
く

　
ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
で
今
年
度
は
東
野
区
、

集

　
●
福
祉
機
器
整
備
事
業

★
福
祉
対
策
事
業

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

会
は
九
月
二
四
日

(

日
）

鮎
河
小
学
校
体
育
館

　
鮎
河
学
区
挙
げ
て
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
、

敬
老

　
●
学
区
敬
老
会

★
高
齢
者
活
性
化
事
業

在
活
躍
中
で
す
。

れ
て
い
た
?
こ
と
も
あ
っ

た
そ
う
で
す
が
、

現

園
児
か
ら
中
学
生
ま
で
家
族
で
楽
し
い
時
間
を

し
ま
し
た
。

宿
題
の
心
配
も
一
時
忘
れ
、

保
育

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
滋
賀
の
施
設
を
利
用
し
て
開
催

　
八
月
二
一
日

(

月

)

鮎
っ

子
夏
の
つ
ど
い
を

　
●
鮎
っ

子
親
子
活
動

★
青
少
年
育
成
事
業

部
啓
発
部
会
に
よ
り
ま
す
朗
読
劇
「

今
ま
で
す

い
ま
し
た
。

甲
賀
市
人
権
推
進
協
議
会
信
楽
支

九
日

(

日

)

の
学
区
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
時
に
行

　
休
園
中
の
鮎
河
保
育
園
に
於
い
て
一
一
月
一

　
●
人
権
巡
回
講
座

★
人
権
啓
発
事
業

心
豊
か
な
人
が
育
ち
、
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
郷
 

人
・
地
域
が
煌
め
き
、
賑
わ
い
の
あ
る
郷
 

激ウマ串カツソース 

 赤ワイン      80cc 

 ウスターソース  300cc 

 ケチャップ    大さじ1 

 とんかつソース  大さじ2  

 ざらめ      大さじ1 

 かつお出汁     80cc 



年
農
業
ベ
ン
チ
ャ
ー

支
援
制
度
を
開
始
し
て

し
得
る
民
間
事
業
者
を
募
る
公
募
が
な
さ
れ

ろ
二
O
一
一
年
六
月
閉
校
施
設
の
有
効
利
用

業
の
人
材
育
成
を
手
掛
け
ら
れ
て
い
た
と
こ

チ
ャ

レ
ン
ジ
農
場
を
野
島
地
区
で
実
施
、

農

づ
く
り

(

研
修

)

は
た
ら
く
仲
間
づ
く
り

(

※
ハ
タ
ラ
ボ
島
→

淡
路
島
を
中
心
に
働
く
力

施
設
で
ア
ー

テ
ィ

ス
ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー

か

と
伺
い
ま
し
た
。

た
の
で
、

事
業
提
案
を
行
い
、

採
択
さ
れ
た

　
二
O
O
九
年
三
月
に
閉
校
に
な
っ

た
学
校

★
ノ
マ
ド
村

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

は
で
き
ま
せ
ん
が
、

今
後
の
方
向
性
を
考
え

地
で
鮎
河
を
同
じ
よ
う
に
と
ら
ま
え
る
こ
と

　
明
石
海
峡
大
橋
を
渡
れ
ば
神
戸
と
い
う
立

い
る
な
か
、

の
じ
ま
ス
コ
ー

ラ
は
地
方
に
お

ェ

ク
ト
」

が
全
国
一
O
ヶ

所
で
展
開
さ
れ
て

　
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー

プ
の
「

地
方
創
生
プ
ロ
ジ

な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
、

ご
提
案
を
も
と
に

育
園
再
編
検
討
協
議
会
が
発
足
、

地
域
の
み

き
ま
し
た
。

一
O
月
六
日
に
は
小
学
校
・
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
頑
張
っ

て
咲
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。

シ
ク
ラ
メ
ン
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
に
お
配
り
し
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
寄
せ
植
え
を
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
、

お
作
り
い
た
だ

★
の
じ
ま
ス
コ
ー

ラ

　
研
修
先
　
兵
庫
県
淡
路
市

　
（

再
編
検
討
協
議
会
と
の
合
同
研
修

)

◎
役
員
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

チ
ー

ム
員
研
修

部
会
事
業

)

　
　
　
一
一
月
一
九
日

(

日

)

◎
鮎
河
学
区
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

(

い
き
い
き

　
　
第
四
回
　
　
八
月
　
三
日

(

木

)

　
　
第
三
回
　
　
六
月
　
五
日

(

月

)

　
パ
ソ
ナ
が
二
O
O
八

て
い
ま
す
。

人
を
超
え
る
施
設
と
な

間
の
来
場
者
は
二
O
万

ン
、

姉
妹
店
も
含
め
年

　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
二
三
日

(

日

)
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

(

い
き
い
き
部
会
事
業

)

◎
岩
永
市
長
さ
ん
と
の
交
流
会
、

鮎
河
学
区

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ
　
　
七
月
　
八
日

(

土

)

◎
鮎
河
小
学
校
・
鮎
河
保
育
園
活
用
ビ
ッ

ク

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
一
O
月
二
三
・
ニ
四
・
ニ
六
日

◎
寄
せ
植
え

(

プ
ラ
ン
タ
ー

)

作
製
、

配
布

ん
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

い
て
甲
賀
市
獣
害
対
策
課
中
川
課
長
補
佐
さ

　
サ
ル
・
シ
カ
・
小
動
物
の
被
害
対
策
に
つ

◎
「

集
落
ぐ
る
み
の
鳥
獣
害
対
策
」

二
O
一
二
年
に
オ
ー

プ

を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ

ン
し
、

け
る
観
光
地
創
出
事
業
で
、

旧
野
島
小
学
校

　
先
の
地
域
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー

ト
や
地
域
づ
く

　
　
第
五
回
　
一
O
月
三
O
日

(

月

)

　
　
　
　
　
　
　
ン
参
加
者
に
ご
無
理
を
願

　
　
　
　
　
　
　
　
を
こ
め
、

各
区
の
サ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
の
ご
協
力
へ
の
感
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
多
大
な
ご
協
力
を
い
だ

す
る
機
会
を
設
け
、

地
域
の
み
な
さ
ん
に
は

ケ
ー

ト
実
施
以
来
、

何
か
と
意
見
を
お
伺
い

　
平
成
二
七
年
一
O
月
の
地
域
づ
く
り
ア
ン

ら
の
地
域
お
こ
し
事
業
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

に
応
募
し
、
「

思
い
出
の
校
舎

(

園
舎

)

か

と
市
が
協
働
で
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
る
事
業

)

た
め
の
提
案
型
モ
デ
ル
事
業

(

自
治
振
興
会

 
平
成
二
九
年
度
甲
賀
市
地
域
問
題
解
決
の

取
り
組
み
を
考
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
行

地
域
の
人
々
が
持
つ
不
安
を
安
心
に
変
え
る

創
る
こ
と
で
、

人
口
減
少
が
進
む
中
で
も
、

日
常
生
活
に
必
要
と
な
る
機
能
や
賑
わ
い
を

活
用
し
、

顔
の
見
え
る
関
係
を
築
き
な
が
ら

　
今
あ
る
暮
ら
し
の
拠
点

(

小
学
校
等

)

を

第１５号 　　　　　羽ばたけ通信 平成３０年３月２５日 第１５号 　　　　　羽ばたけ通信 平成３０年３月２５日

て
い
ま
す
。

ら
現
在
は
ハ
タ
ラ
ボ
島
の
拠
点
施
設
と
な
っ

　
　
三
月
一
八
日

(

日

)

・
二
一
日

(

水

)

(

い
き
い
き
部
会
事
業

)

◎
あ
ゆ
か
わ
文
化
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
三
月
一
八
日

(

日

)

◎
鮎
河
小
学
校
・
鮎
河
保
育
園
閉
校
閉
園
式

く
事
業
。

そ
の
「

は
た
ら
く
拠
点
」

第
一
号

え
、

新
し
い
「

は
た
ら
く
」

を
つ
く
っ

て
い

採
用
支
援

)

を
通
し
て
、

は
た
ら
く
人
を
支

振
興
会
に
対
し
て
提
案
を
行
う
組
織
）

　

(

地
域
づ
く
り
の
諸
問
題
を
検
討
、

自
治

◎
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

チ
ー

ム
会
議

い
ま
し
た
。

ム
か
ら
の
提
案
書
と
し
て
ま
と
め
て
い
た
だ

第
四
回
の
会
議
で
は
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

チ
ー

ッ

ク
ミ
ー

テ
ィ

ン
グ
等
の
結
果
を
踏
ま
え
、

り
懇
談
会
、

保
護
者
会
で
の
意
見
交
換
、

ビ
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145年の歴史に終止符！ 

鮎河小学校閉校式挙行される 
 明治６年(１８７３年)からの鮎河小学校。昭和３９年(１９６４年)開園の鮎河保育園の閉校・ 

閉園式が行われました。卒業生や地域の人たち２００名をこえる参加者のみなさんが思い出い 

っぱいの学び舎との別れを惜しまれました。１８歳・56歳・８８歳の卒業生、黒河望子さん、 

岡田重美さん、谷北嘉一郎さんが鮎河小学校で学んだ時の思い出を語ってくださいました。高 

校3年生の黒河望子さんは学年たった１人、１人で迎えた卒業式の思い出を話され、この鮎河 

小学校での経験を糧にこれからの人生に立ち向かっていきたいと強く述べられました。 

 児童数の減少により平成２７年の春から休校となっていて、今年度の卒業生や在校生のいな 

いなかでの閉校です。閉校・閉園につきましては「地域として非常に大きな決断」をしたわけ 

であります。閉校式での岩永市長さんの「市としても地域のみなさんとともにこれからのまち 

づくりに邁進していきたい」との挨拶にもありましたように、今後もこの鮎河が輝いていける 

よう、自治振興会といたしましても、地域が一丸となって、また、市との連携をより密に進め 

てまいりたいと考えています。 

 閉校・閉園式に引き続き【あゆかわ文化祭】を開催しました。「ふらんし～ず」さんによる 

ハンドベル演奏・恩師大林源也先生には記念講演をしていただきました。思い出いっぱいの小 

学校、保育園の写真や作品なども多くの方々のご協力で展示させていただくことが出来ました。 

文化祭の展示は２１日も公開、雨の中たくさんの人がお越しくださいました。出展いただいた 

みなさんたいへんありがとうございました。 

大河原サロン 

東野サロン 

再編協議会を代表して橋本馨委員長

があいさつをされました。 

鮎河小学校時代の思い出を語られた 

          黒河望子さん 

鮎河小学校同窓会代表水上重彦さんに 

          よる校旗の返還 

我が学び舎 


